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1. 穂 首

爆薬の盛皮の抑定法には各種あるが｢故に広く用い

られているのri,滞槌妖敦俄による方故である｡当社

で以前工業爆薬に吸湿を行なわせたとき,ある水分丑

において落槌感皮が鋭敏になることが静め られてい

る｡

棚 はこのような現象が単一爆薬のときにおいで

もおこるかどうか放射したものである｡

2. 東 食 方 法

アセトンで再糖mIした-キソーダン.テトリー ル,ど

クリン酸及びペントリットに燕滑水.60%エチレング

リコJJレ,75%エチルアルコール等の不活性液体をス

プレーで均一に散布し,添加丑を油定役,飲料をJOO
発作D添加液が萩発しない様デシケーター中に保存す

る｡同時に英験終了後においても添加丑を淘定するた

めに併科と同一状値で保有する｡

集散には 5kgのハンマーの蒋槌続映税を用いてお

こなった｡

飲料の作成には2枚の銀箔を用い,まず 20mm紅

径の円形錫箔で椀形を作り,これを装填臼内に収め,

この中に辞丑した100mgの供耗料を入れ,文に12.7

mmの円形銀箔 (小)をその上におきこれをエボナイ

ト樺で均一に押える｡椀形の錫箔はこのままの状憩で

この中に雛 がきっちり収まるようにして爽放した｡
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Eg-1. 拭 料 図猶この突放に用

いた燦粟払 比表面現計で平均粒子径を耐定した｡
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3. 感 度 の求 め方爆薬の諮槌感度は

不燥点,幽界糠R,完爆点等で測定されるが不煙点は碑

率的に問題があ?,拭験結果の′,'ラツキの原因となっている｡そこで本実験では払界

燥点を求めた｡飴界燥点一には upanddownmethod を用

いたDkon･Mood方法

や,Brownleeの方法等があり,後者は糊 が 10以下で済む非常に

手放を賓しない偶串な方法であるが,Qの推

定が閑控であるので本突放では Dixon･Moodの

方法を用いて解析した｡本方法の臨界僻点は次

式で求まる｡--C･d(常 ±÷)

(1)〔注〕 十は不燥歎,-は爆数を用

いた時m=歯界煙点の対款任C=テストしたもっとも低い落拓の対数位

d=問附の対象任N=爆又は,不棒の全敢

丑秩準煽蓋qはq=常 -(%

)2 (2)又標甲侭鎧の qtはqe-1･
620d(N∑(戸悪 く∑姓

･o･029) (3)中央班の横坤供墓O--算



婁 2 工 某 爆 薬 の 不 爆 点

水 分 % !0.33 0.46 10.52 10.88

不 煙 点 cm 1 37 39 1 40

0.95 1.06 I.22 l ..46 1.
8526 32 27

I ,8 22

水 分 % 4.89 18.65 "L99llZ･12日 o･50
不 煙 点 cm 18 1 22 1 14 15 1 I2 1 1

5 ･Ap九

一.一 基ta-k

>･･･.(蜘-i1書けク

ーか■′寧+i1● JJ

JJ■み1Ji図 2.

エ菜爆英の不燃点 l･ Jr J･ Aft't五回 3. -キリーグンの鮎界煙点この結果工英燥粟の不銀点は水分が 4%程度にな ったとき,40cm から 15cmまでに低下している

｡5. 単一伯茶の感度

故 3 へ キ リー グ ン の 政 界 趣 点衷 4-T
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J.テトリールの院外腰点以上の結果1. へキソーゲ

ンに涛加物として燕滑水及びエチルアルコールを用い

た場合は,添加氏2.5%前後において鋭敏になってい

る｡しかしエチレングリコールの場合はこの現象が見

られないで感度は鈍化性 が見 られる｡2. テトリールは茶潤水を蹄加してゆくと最初は鈍

化の傾向を示すが
.

添加辰が 15-30%において急激
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ントリ･Jト,ピクリン酸の路界爆点な鋭感性を示す

｡しかも揮発は操守および燦痕がはっきりしている｡

-キソーゲンではエチレングリコールの添

加は鈍化性を示したが,この場合エチレングリコールでも 10%駒後で鋭感性を示している
｡3. ペントリットは雑滑水を添加してゆくと添加

滝が多くなるにつれて鈍化性を示す｡4. ピクリン酸の場合-キソーゲンと



占. 考 痕

単一爆薬の場合は,詐称 こよって感度の傾向が典な

っている｡すなわち,爆薬の洋槌による起爆が気泡の

断熱空荷によっておこる場合,このような実験で起爆

性に好守してくるものとしては爆薬の性質と添加紋の

性質である｡

添加液の性質としては,比軌 熱伝導度,粘度,恭

発酵熱,放晩熟,蒸気圧,散索バランス等であるがこ

れらの性質が顕著にあらわれたものはなかった｡

-キソーダンの歩合,茶滑水,エチルアルコールが

2.5%前後,及びピクリン酸の場合5%肌後で鋭敏に

なるのは就料が落槌で衝撃を受けたとき,爆薬が爆発

しやすい状】蜘こ気泡が保たれ,これの断熱圧縮の熱が

液体自身の気化に奪われる熱魚より大きいから爆発に

うつるものと思われる｡又エチレングリコールを加え

た場合は,気泡の保持力がよくても今度はグリコー)t'

の粘性が滑滑作用を示し,爆薬が断熱旺緒される以前

に爆薬の飛散がおこなわれたものと思われる｡

テトリールの場合は,水分が ]5-30%前後とエチ

レングリコールの 100/;前後で鎖感になっている｡こ

の理由として起爆が断執屯給によると考えると,テト

リールの結晶形は針状結晶あるいは棒状結晶であり,

他の爆薬は塊状結晶などである｡このことはテトリー

ルで就料を作ったとき結晶閥の配列が轍密でないため

水分がある盤よD多く-なったとき初めて,気泡の保持

が容易になり,あるいは,潜血が不規則のため結晶の

一部が気泡の中に入ったDして,その時の断熱圧矧こ

よって爆発ナるのではないかと思われる｡

このように爆薬に不活性紋体を添加した場合の落槌

感度は添加液の性質と典に,爆薬の性質としてその潜

曲形も影響してくるものと思われる｡

ただこの夷験では,爆薬間の添加庇の差による薬摩

はほとんど同じだが,同一爆薬では,添加丑が多くな

ると翼厚が薄くなるため,その爆薬の受ける力がこと

なってくる｡その結果この感度の成掛ま落租による見

掛けの感度かも知れない｡

この他,飲料の飼製法などについても,今後なお一

層故肘してみる必要があD,また工業爆薬とも形趣が

ことなっているのでこの点も検討する予定である｡

7. 結 飴

単一爆薬に不活性液体を添加したときの落槌感皮

は,ある添加丑のとき叙盛になることがあ̀りこれは添

加液体の性質とともに爆薬の結晶形にも彫響されるも

のと思われる｡

この様な一考癖をあげて結絵とする｡
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Thedroppinghammersensitivitiesofvari-

ousexplosiv飴 COntainingsomeliquidswere
changedwithamountsoLtheliquids.

The testexplosiveswereRDX,tetryI,
PETN,andpicricacid,andthetlsedliquids
weredistilledwater,ethylalcohol,andethyl
leneglycol.
The sensitivitiesofthe explosiveswere
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measuredbytheupanddownmethod.

The weightofdropping hammer y85
5kg.
TheresultsoEexperimentsshowthatthe
sensividesofvariousexplosives weredepend
onamountsandkindsoEliquids,andonthe

manneroEcrystalizationofexplosives_
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